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2
月　
20
日　
代
表
質
問（
要
旨
）

2
月　
25
日　
一
般
質
問（
要
旨
）

問
令
和
６
年
の
社
会
減
が

約
２
３
０
０
人
と
な
っ

た
本
県
の
厳
し
い
状
況
を
ど

う
受
け
止
め
、そ
の
対
策
に
ど

う
取
り
組
み
、今
後
の
息
の
長

い
取
組
を
展
開
す
る
の
か
。

答
若
年
層
の
転
出
超
過
が

大
半
を
占
め
る
本
県
の

社
会
動
態
へ
の
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、令
和
７
年
度

は
、若
者
が
自
身
の
志
向
に
応

じ
た
仕
事
や
学
び
を
広
島
で

選
択
で
き
る
よ
う
、県
内
企
業

や
大
学
等
の
認
知
向
上
の
後

押
し
や
魅
力
的
な
企
業
の
集

積
な
ど
を
柱
に
取
組
を
推
進

す
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
対
策

に
市
町
や
産
業
界
等
と
オ
ー

ル
広
島
で
継
続
的
に
取
り
組

み
、若
者
の
定
着
・
回
帰
を
促

し
、持
続
可
能
な
広
島
の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
。

■�

高
度
医
療・人
材
育
成
拠
点

■�

社
会
資
本
整
備

■�

県
政
運
営
を
支
え
る
財
政

基
盤
の
確
保

■�

被
爆
・
終
戦
80
年
に
お
け
る

平
和
の
取
組

■�

物
価
高
対
策

■�

人
手
不
足
対
策

な
ど

若
者
減
少
対
策

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
吉
よ し い

井 清
きよすけ

介 議員
〈尾道市〉

問
令
和
６
年
度
の
県
立
病

院
の
収
支
見
込
み
は
結

果
的
に
赤
字
と
な
り
、４
月
か

ら
運
営
を
担
う
新
法
人
の
経

営
に
不
安
が
あ
る
が
、県
立
病

院
の
経
営
状
況
や
経
営
分
析

方
法
の
課
題
等
と
併
せ
、建
設

費
高
騰
等
に
よ
る
新
病
院
の

変
更
計
画
案
で
本
県
が
目
指

す
医
療
の
実
現
は
可
能
な
の

か
、所
見
を
伺
う
。

答
県
立
病
院
は
患
者
数
が

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に

回
復
せ
ず
、経
営
に
関
す
る
人

材
育
成
等
も
不
十
分
だ
っ
た

た
め
、新
法
人
で
は
外
部
人
材

の
登
用
を
含
め
た
体
制
強
化

を
図
り
、安
定
的
な
病
院
経
営

を
行
う
。ま
た
、変
更
計
画
案

は
、新
病
院
が
果
た
す
べ
き
役

割
や
医
療
機
能
を
損
な
わ
な

い
こ
と
を
大
前
提
に
検
討
を

進
め
る
。

■�

2
0
2
4
年
度
の
事
業
評

価
及
び
2
0
2
5
年
度
の

予
算
編
成
方
針

■�

社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
た
教
育
等

■�

ひ
ろ
し
ま
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
出

生
率
の
目
標
設
定
と
今
後

の
取
組

■�

若
者
の
職
場
定
着
に
向
け
た

取
組

■�

県
内
の
避
難
場
所

■�

被
爆
・
終
戦
80

年
の
取
組

県
立
病
院
の
経
営

そ
の
他
の
質
問
項
目

民主県政会
西
にしもと

本 博
ひろゆき

之 議員
〈東広島市〉

問
今
年
は
、被
爆
地
広
島

の
果
た
す
役
割
が
改
め

て
問
わ
れ
る
年
で
あ
り
、世
界

的
に
著
名
な
機
関
等
と
連
携

し
た
取
組
を
強
化
し
、核
兵
器

廃
絶
や
平
和
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
機
運
醸
成

に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答
本
県
で
は
、世
界
的
に

影
響
力
の
あ
る
リ
ー

ダ
ー
等
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
核

兵
器
廃
絶
等
を
目
指
す
世
界

の
科
学
者
が
広
島
に
集
う
パ

グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大

会
の
運
営
支
援
等
を
行
う
。ま

た
、国
際
的
に
著
名
な
シ
ン
ク

タ
ン
ク
等
と
連
携
し
た
人
材

育
成
に
取
り
組
み
、力
強
い
平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に

発
信
し
、核
兵
器
廃
絶
の
機
運

醸
成
に
つ
な
げ
る
。

■�

米
国
大
統
領
の
被
爆
地
訪

問
■�

中
小
企
業
へ
の
物
価
高
支

援
の
強
化

■�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

■�

県
立
病
院
の
経
営
及
び
新

病
院
の
整
備

■�

下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策

■�

地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

な
ど

被
爆
80
年
に
お
け
る

県
の
取
組

そ
の
他
の
質
問
項
目

公明党
石
い し づ

津 正
まさひろ

啓 議員
〈福山市〉

問
子
育
て
を
社
会
全
体
で

応
援
す
る
気
運
は
大
事

で
あ
り
、運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

へ
の
こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト・
ト

ラ
ッ
ク
の
設
置
や
県
有
施
設

で
搾
乳
目
的
で
も
授
乳
室
を

利
用
し
や
す
く
な
る
表
記
等
、

子
育
て
に
優
し
い
生
活
環
境

整
備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。答

県
民
が
子
育
て
に
優
し

い
県
だ
と
実
感
す
る
た

め
に
は
、子
育
て
家
庭
が
外
出

し
や
す
い
配
慮
等
が
重
要
で

あ
り
、運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

は
、本
年
１
月
か
ら
、支
援
が

必
要
な
方
の
申
出
に
よ
り
優

先
的
に
手
続
を
行
う
取
組
の

案
内
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
。

ま
た
、搾
乳
目
的
で
も
授
乳
室

が
利
用
で
き
る
旨
の
案
内
表

示
は
、県
有
施
設
に
限
ら
ず
広

く
働
き
か
け
る
。

■�

公
共
交
通
へ
の
財
政
支
援
の

考
え
方

■�

芸
備
線
再
構
築
協
議
会
に

お
け
る
議
論

■�

新
病
院
開
業
に
向
け
た
人
員

確
保
計
画

■�
奨
学
金
返
済
支
援

■�

私
立
高
校
の
入
学
金
の
先

取
り

■�

公
金
収
納
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化

な
ど

子
育
て
に
優
し
い

生
活
環
境
の
整
備

そ
の
他
の
質
問
項
目

民主県政会
柿
かきもと

本 忠
ただのり

則 議員
〈広島市東区〉

問
生
産
者
の
所
得
向
上
を

図
り
、農
林
水
産
業
を

力
強
く
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、県
内
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

お
い
し
い
！
広
島
の
取
組
で
、

ど
う
広
島
の
食
の
魅
力
を
県

内
に
あ
ふ
れ
さ
せ
全
国
に
発

信
す
る
の
か
。

答
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
は
、

県
民
が
広
島
の
食
を
誇

り
に
思
い
、県
外
の
方
に
勧

め
、全
国
で
共
感
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、地
域
の
食
材

等
を
生
か
し
た
料
理
等
を
磨

き
上
げ
、気
軽
に
体
験
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。ま
た
、世
界

バ
ラ
会
議
等
の
機
会
を
逃
さ

ず
、食
に
関
心
の
高
い
層
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

食
を
目
的
と
し
た
観
光
客
が

広
島
に
訪
れ
る
好
循
環
を
創

出
す
る
。

■�

地
域
医
療
を
担
う
拠
点
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
促
進

■�

共
育
て
の
定
着

■�

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
衰
退

し
た
周
辺
地
域
の
活
性
化

■�

民
生
委
員
の
担
い
手
確
保

■�

小
中
高
生
の
自
殺
対
策

■�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
向
け

た
基
盤
整
備な

ど

県
内
農
林
水
産
物
の 

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
岡
お か の

野 斉
ま さ や

也 議員
〈尾道市〉

問
農
福
連
携
は
、農
業
分

野
の
労
働
力
確
保
に
よ

る
農
業
経
営
の
安
定
化
や
、障

害
者
の
働
く
場
の
確
保
や
賃

金
向
上
等
が
期
待
さ
れ
る
が
、

企
業
の
参
入
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、制
度
の
改
善
等
が
必
要
で

あ
り
、本
県
の
取
組
の
効
果
や

課
題
を
踏
ま
え
、今
後
ど
う
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

答
県
で
は
、農
業
生
産
者

と
障
害
福
祉
事
務
所
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
等
に

よ
り
受
注
実
績
を
増
や
し
て

き
た
が
、農
作
業
で
の
安
全
確

保
等
に
不
安
が
あ
り
参
入
に

踏
み
出
し
に
く
い
と
の
声
も

あ
る
。今
後
は
、県
へ
の
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
他
県
の
先

進
事
例
等
の
情
報
発
信
等
を

進
め
、障
害
者
が
活
躍
し
輝
け

る
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り

組
む
。

■�

農
業
の
大
規
模
経
営
化

■�

地
域
農
業
の
未
来
設
計
図

で
あ
る
地
域
計
画

■�

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出・

拡
大
す
る
二
地
域
居
住

■�

効
果
的・
効
率
的
な
空
き
家

対
策
の
推
進

■�

空
き
家
や
空
き
地
な
ど
を

区
画
再
編
す
る
ラ
ン
ド
バ
ン

ク
事
業
の
加
速
化

■�

ひ
き
こ
も
り

支
援
の
強
化

障
害
者
の
活
躍
を
後
押
し

す
る
農
福
連
携
の
推
進

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
八
や は た ば ら

幡原 圭
けい

 議員
〈三原市・世羅郡〉

問
新
病
院
は
、統
合
す
る

Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
や
中
電

病
院
が
担
っ
て
い
た
救
急
医

療
機
能
に
加
え
、小
児
救
急
医

療
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て

い
る
舟
入
市
民
病
院
の
小
児

診
療
機
能
を
集
約
す
る
が
、救

急
患
者
を
全
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
か
伺
う
。

答
新
病
院
が
広
島
市
消
防

局
管
内
の
年
間
３
千
件

を
超
え
る
救
急
搬
送
困
難
事

案
の
解
消
に
貢
献
す
る
た
め

に
は
、年
間
１
万
件
を
超
え
る

症
例
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
病

院
を
参
考
に
体
制
を
構
築
す

る
。小
児
救
急
医
療
は
、１
次

か
ら
３
次
ま
で
の
小
児
救
急

に
対
応
し
、中
国
地
方
初
の
Ｅ

Ｒ
機
能
を
併
設
し
た
小
児
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

対
応
す
る
。

■�

新
病
院
の
建
築
費
高
騰
へ
の

対
応

■�

新
病
院
の
駐
車
場
整
備

■�

転
出
超
過
対
策

■�

広
島
県
産
業
の
現
状
認
識

■�

東
広
島
市
域
の
道
路
整
備

な
ど

新
病
院
に
お
け
る

救
急
医
療
体
制

そ
の
他
の
質
問
項
目

広志会
井
い は ら

原 修
おさむ

 議員
〈東広島市〉

問
県
民
の
適
切
な
判
断
に

よ
る
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
た
め
、様
々
な
観
測
デ
ー

タ
の
把
握
や
災
害
リ
ス
ク
分

析
、県
民
へ
の
避
難
情
報
等
の

き
め
細
か
な
発
信
に
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答
適
切
な
避
難
行
動
の
実

践
に
は
、災
害
時
に
防

災
気
象
情
報
を
確
実
・
迅
速
に

把
握
し
、分
か
り
や
す
く
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、防

災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
気
象
情
報

等
を
集
約
し
公
開
し
て
い
る
。

今
後
、次
期
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

は
、各
サ
イ
ト
で
収
集
し
て
い

た
情
報
を
一
元
的
に
表
示
し

情
報
把
握
機
能
の
強
化
を
図

り
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
版
マ
イ・タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
は
避
難
所
開
設
情

報
等
を
居
住
地
に
絞
り
込
ん

で
表
示
す
る
機
能
を
追
加
す

る
。

■�

砂
防
堰
堤
整
備
等
の
加
速

化
■�

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に

向
け
た
再
造
林
の
推
進

■�

林
業
に
お
け
る
新
技
術
の

活
用

■�

警
察
本
部
に
お
け
る
不
適

切
事
務
の
再
発
防
止

■�

女
性
の
活
躍
に
向
け
た
環
境

整
備

■�

妊
娠
期
の
健
康

支
援

避
難
行
動
に
つ
な
が
る 

防
災
情
報
の
把
握・発
信

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
灰
はいおか

岡 香
か な

奈 議員
〈広島市安佐南区〉

県政に関する質問から（本会議の質問・答弁）
本会議では、６日間にわたって16人の議員が代表・一般質問を行い、県政が直面する課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。

QRコードをスマートフォンやタブレットなどで読み取ると、各議員の全ての質問の動画を視聴できます。

2
月 

21
日 

代
表
質
問（
要
旨
）

2
月 

21
日 

一
般
質
問（
要
旨
）

2
月 

26
日 

一
般
質
問（
要
旨
）


